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第 2回 EU向け輸出はなぜ急増したのか？ 
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税といわれる。多くの先進国で、1970 年代に GSP が導入された。 
EU は、1971 年から開発途上国に対して EU 市場への特恵関税を適用している。しかし、











EU には、2015 年 12 月時点で 3 つの GSP プログラムがある（欧州委員会 2016 年）。 
第一に、標準 GSP がある。対象品目（EU 関税率表全品目の 66％）を低所得国や下位中













































EU の GSP における以前の原産地ルールは、国内産業が未発達で多くの原材料や部品を
輸入せざるを得ない開発途上国からみて、要件が厳格すぎて特恵関税の利用を妨げている、
と指摘されてきた。この原産地ルールの課題に対処するため、欧州委員会は、EU の GSP に
おける原産地ルールに関する新規則を 2010 年 11 月 18 日に採用した。この新規則は 2011





は、一定の条件において EU と ASEAN から輸入されたものについてのみ許されていた。 
新しいルールでは、原産地の要件が 2 段階工程から 1 段階工程に緩和された。すなわち、
現地で生産された布地を使用する条件がなくなり、どの国で生産された布地を使っても、縫




EU が原産地の要件を簡素化したことで、カンボジアの縫製輸出は急増した 4。 
図 2-1 は、UN COMTRADE データを活用して、カンボジアにおける縫製品輸出のトレ
 4 
 
ンドを示したものである。2005 年から 2015 年の期間で、HS 番号 61 と 62 における輸出総
額の名目値を、対数目盛で計測している（HS 番号については前回記事参照）。 
2011 年以前、カンボジアにとって最も大きな輸出市場は米国であった。ところが、原産
地要件が緩和された 2011 年以降、EU 向け縫製品輸出が激増した。2010 年の時点では、EU
向け輸出額は米国向け輸出額の 38.8 パーセントに過ぎなかった。しかし、わずか 4 年後の









専門は国際経済学、開発経済学。最近の著作は、”Agglomeration Economies in the Formal 
and Informal Sectors: A Bayesian Spatial Approach” (with Yoshihiro Hashiguchi) Journal of 
Economic Geography, forthcoming, ”Do International Flights Promote FDI? The Role of 
Face-to-face Communication” Review of International Economics, Volume 27, Issue 5, 2019,
など。 
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3 詳細は以下を参照。Commission Regulation (EU) No. 1063/2010 of 18 November 2010 
amending Regulation(EEC)No.2454/93 laying down provisions for the implementation of 
Council Regulation(EEC)No.2913/92 establishing the Community Customs Code. 
4 厳密な分析は以下を参照（近日公開予定）。Kiyoyasu Tanaka, 2019, “The EU’s reform in 
rules of origin and international trade: evidence from Cambodia,” Institute of Developing 













図 2-1 カンボジアの縫製品輸出 
 
（注）輸出額は HS 番号 61 と 62 を含む。輸出額の名目値は対数目盛で計測している。 
（出所）UN COMTRADE のデータをもとに筆者作成。 
 
